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事 業 名 

（商工観光課，５５８７） 

   広域観光対策事業                ※P.５８２  

  

評   価 B 

Ａ 十分評価できる   Ｂ やや評価できる 

Ｃ あまり評価できない Ｄ 全く評価できない 

【評価に至った理由】 

 地域おこし協力隊の新しい目線での活動，鹿行５市と民間事業者が設立したアントラー

ズホームタウン DMO の支援及び潮来市・香取市・神栖市と連携した東国水郷観光推進事

業等により，新たな観光ブランドの創出及び交流人口の増加を図る事業であり，ひいては

地域の消費活動の拡大・市内経済の活性化を担う事業。 

 令和５年度は，協力隊による本市の魅力発信や東国三社参りを中心とした水郷観光圏へ

の誘客事業に取り組むなど精力的に取り組んでいる。 

 予算大半が地域おこし協力隊に関するものであり，グルメガイドの作成や日帰りバスツ

アーなど協力隊の様々な取組みや頑張りは評価できるが，協力隊の活動は市内 PR が主で

あり，広域観光という点では更なる発信や他市との連携が必要。文化面や歴史面で更なる

鹿行広域での PR が必要などの意見より，分科会評価としては「やや評価できる」とす

る。 

 

 

今後の方向性 １ 

１  拡充  ２ 継続  ３ 改善 

 ４ 縮小  ５ 休止  ６ 廃止 

【今後の取り組み方と提言】 

 広域観光対策という事業であることから更に活動の幅を広げ，他市，アントラーズ

DMO との連携についても今まで以上に強化が必要。グルメガイドなど，評価はするもの

の掲載店舗に偏りも見られることから工夫が必要（例えば麺類や定食毎のアンケートによ

るランキング形式を採用したガイドブックなど）。また，SNS やメディアの活用充実を図

られたい。 

 今後の，更なる事業の発展と事業発展による広域含む市内経済効果を期待して分科会評

価は「拡充」とする。 

 

 

 

 


